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A Study on the New Point System of

Test'

I 研究目的・方法

きびしい受験勉強のために身体発育が阻害され

ていた青年にとって,受験勉強から解放された,

大学入試後の学生たちに,体力向上への意欲を湧

かせ,運動やスポーツなどの身体運動を活発に行

なわせるように指導することは,体育指導上の最

重要事であろう。
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Ab8tract

Id College of Getreral Educatioo of University of ToLyo, the battery coDsisting of vcrticat
juap, side step, floor push-up, and oodificd Harvard step test have bcca carried out sioce
1966. Studeots havc thi! tcat 5 tiEes duriry the 2 years' rcgular courrc of physical cducatioD.

This study tries to rcpreseDt thc sco.c in a aew method by statistical aaalysis. Samplc
size consists of 2005 new boy 3tudeDb of 1973, This nuobcr is about 2/3 of the freshmen of
the year.

Itr the new Eethod what are coDtrived are; the mcatr value of thc suo of the score of
the f t tesr should bc about 100 poiat!, (in the pr$eDt Dcthod it i! 200), thc average icore
of each test should be about 25 point!, ard the standard dcviatioa of cach tcst should ba up
to 4-5 poiot!, that iB, the about normal distributior is to bc gained.

The result is; io thc ncw method the difrerencc of thc Dct contributiotr found itr eacb tcst
(predictors) of Dultiple regressiorl equation is reduced to ll% (lettical jurop 3l%, sidc step

25%, flo(f pnsh-np 24%, Eodified Harvard step test 2096)' $,hile itr the pr$cnt method it i3

18ff. Considering thc lieit of the raw sco.c, this result can be regarded rathcr satisfactory.

このため,東京大学においては,大学入学当初,

および教養学部在学中の4学期の各学期末に,す

なわちあわせて5回にわたって,正課体育時に次

に述べる4種 目からなる体カテス トを実施し,平

常自分の体力に対する関心を高め,体力向上を図

っている.と かく体育の分野でみられがちないわ

ゆる「測りっばなし」のテス トに終わることのな

いように,毎回の体カテストにおい てそ の結果
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を,換算表によって各自に得点化させ,前回テス

トの結果と比較させたりする一方,ま た, 4種目

の合計点を,毎学期の体育の成績評価の一部にも

加えている

この4種 目の体カテス トは,垂直とび 。反復横

とび・腕立伏臥腕屈伸・踏台昇降運動から成るパ

ッテリー・テス トである 1)こ の4種 ロパッテリ

ー・テス トは昭和41年度から実施されている。昭

和50年度でちょうど10年 目を迎えたわけである.

その間年 ,々種 目によって一様ではないが,合計

得点は伸びてきている か昭和41年度入学生と昭

和47年度入学生とを毎回のテス トの合計得点で比

較してみると,。 その差は

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回

182点  138点 124点  5.5点  97点
であり,第 1回 テス ト,すなわち入学時の体カテ

ストにおいて最も大きく伸びている.

東大体カテス ト4種 目の実施方法は,文部省の

スポーツテス トとは少しずつ異なっている。垂直

とびは,入学時に初めに「指高値」として測定し

ておき,毎回のテス トにおいては跳びついた高さ

からこの値を引いた数値を垂直とびの値としてい

る このような方法をとったのは,正課体育時で

行なうという時間の経済上,お よび,データの正

確さを検討した結果である 。反復横とびは,3本

線の間隔は文部省スポーツテストと同じく12m
であるが,両側の線をまたぎこしてかかとをつけ

る・線は踏まない (文部省スポーツテス トでは線

を踏んでもよい)と いう方法で行ない,線をまた

いだ回数を測定する 腕立伏臥は3秒に 1回のテ

ンポで屈伸を行ないその回数を測定する.踏台昇

降は,文部省
^ポ

ーツテス トの場合台高 40 cmで

あるが,東京大学ではそれより10cm高い,50cm
の台高で2秒に 1回の昇降で3分間実施し, 1分
後から30秒間隔で3回脈拍数を測定する.

本研究は,こ のパッテリー・テス トが組まれて

以来10年 目を迎えたということを契機として,最
新のデータを用いてこれの統計的分析から,得点

を新しくして,こ れからの学生の体力に見合った

<換算表>を作成しようとするものである 現行
の得点の<換算表>は昭和41年の作成当時では,

第 1回入学時の体カテ
^卜

で合計得点 200点が中

第10号

央にくるように作成されたわけであるが (昭和41

年入学生第 1回体カテス ト合計得点 の 平均値 は

2023点),47年入学生の第 1回テス トでは,前記

したようにこれより20点近い上昇 を 示している

(2206点)こ こでは単に平均値の上昇のみを考

えて得点をずらすとい うことではなくて,それぞ

れの種 日の分布をも考慮して得点を与えなおすこ

とが必要であろう. これが新たに換算表を作成す

る主たる理由である。分布を考慮するとい うこと

は,現行の換算表では採用されていないが,各種

目の測定値を得点になおしたばあいその得点分布

を正規分布にある程度近づけるようにするとい う

ことである たとえば,後述するように,現行得

点で合計得点が前回テス トに比べて大きく伸びた

ものについてみると,腕立伏臥の回数の伸びから

くる割合が大きい。これは腕立伏臥の回数の分布

からもわかるように,つ 平均値より大きい側 で長

い裾をもった分布であ り,こ のように正規分布を

していないことが明らかなばあいに同じ回数の幅

で切って得点化していることからくる結果 で あ

る。加えて,現行の換算表は,測定値を同じ幅で

切って得点化していることから,各種 日とも最高

点は lClll点 であるが最低点は垂直とび 1点,反復

横とび 7点,腕立伏臥11点 ,踏台昇降 19点 という

ように得点が与えられている この点をも修正す

る必要があろう.

さらに,現行の換算表による合計得点は 200点

が標準値であるように作成されたわけであるが,

4種目のパッテ リー・テス トであるとい う点を考

えて,加えて測定値の分布で種 目によってはあま

り細分されないことからくる得点化のさいの操作

上の点をも考えて,合計得点の標準値を 100点に

もっていくように作成 したい すなわち,現行の

得点より各種 目の得点の分布幅を小さくしたい

そしてその場合,第 1回 テス トから第 5回テス ト

までの上昇を考えて,ま た受験勉強で体力の低下

している入学直後の学生に体力向上への関心・意

欲をもたせるとい う指導上の点を考えて,第 1回

テス トの合計得点は標準値の 100点 を幾分下回る

ように配点することがよいと考える. このような

観点に立って作成した新しい得点法について測定

値との関係および現行の得点との関係について,
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相関・回帰を用いて,続計的に分析・検討してみ

たい

なお,現行の体カテス ト種目の検討という意味

で,こ れも文部省スポーツテ
^卜

種目との相関,

および現行の体カテネ ト種目の成績と体つき・体

型との関連についても考察してみたい。

Ⅱ 標本構成

標本構成は以下のとおりである

1 東京大学では 1年生でI・ ■学期, 2年生

でⅢ・Ⅳ学期の4学期間体育実技を履修するわけ

であるが,標本は昭和50年 3月 の時点で第Ⅳ学期

の成績を提出した,総数 2,955人 のうち,0)女子

を除外,(21昭和 48年入学以前のものを除外,(す

なわち休学・留年・降年者を除外)(31体カテス ト

を全くうけなかったもの, もしくは 1回 しか受け

ていないもの (「特殊体育」を受けたものが主 に

これに該当する)を除外した。すなわち連続して

I～Ⅳ学期の体育実技を履修した男子のうち,体

カテス トを2回以上受けたものである。

第 4学期の体育履修者総数

(昭和50年 3月 時点)

2,955

Ettf[曇1線分言i争欠のもの1 399
女子               175
採用した標本数         2,381

(1～ Ⅳ学期を連続して履修)

第 1回 ～第 5回の体カテス トデータ

のそろっているもの    2,005
18歳  (入学時)

19歳  ( ″ )
20歳   (  //  )

20以 上 ( ″  )         45

第 1回 ～第 5回 の体カテス トデータ

のうち欠けた箇所も含むもの  376

文部省スポーツテス ト種 日との関連をみる

ために用いたデータは,昭和47年 7月 に文部省ス

ポーツテス トを実施した東京大学男子 1・ 2年生

(18歳～20歳)365人である.

なお,こ の文部省スポーツテス トを受けたもの

は,体育実技で「 トレーニング」種目を受けてい

るものであり, この「 トレーニング」種目を受け

ているものは第 1回の体カテス トにおいて規準に

到達 しなかったものから構成されている (最近で

はこれに加えて体カテス トの成績のよいものでも

希望して受けているものが多いが)ため,東京大

学教養学部学生全体からすれば,あ る程度この標

本に偏 りのあることは否めない.

Ⅲ 結果および考察

1 体カテス ト種日の平均値

(l1 48年 入学生の平均値にみる傾向

昭和48年に入学し昭和50年進学者 (じ っさいに

はⅣ学期を終わった時点で進学 しないものも含ま

れているが)2,381人 について,垂直とび・反復

横とび・腕立伏臥・踏台昇降運動の 4種 日の第 1

回テス トから第 5回テス トまでの各平均値,お よ

び標準偏差は表 1～表 5の通 りである

これをみると,各種日とも第 1回 テス トから第

4回テス トに向かって上昇している.第 5回テス

ト(2年生末の 2月 )は第 4回テス ト(2年生の 7

月実施)に比べて停滞している.こ の傾向は,昭

和41年入学生および昭和47年入学生の, これまで

にみた傾向と同様な傾向を示している。

種 目別に昭和47年入学生の平均値 と比較 す る

と,ま ず垂直とびの第 1回 テス トの平均値 (標本

総数でみて)59.lCmは昭和47年入学生の 57 8Cm

に比して 1.3Cmと , これまでの上昇傾向のに比し

て非常に大きな上昇を示している.

第 2回 テス ト以降においても同様に,12～ 17
cmの大きな開きがみられる このような大きな

開きはこれまでの年度別の平均値の推移傾向から

すると, 2～ 3年間の上昇分に相当するものであ

る これまで文部省の全国平均値 (大学生18歳 )

に比して,東大体カテス トの結果は毎年下回った

値であ り,48年度の平均値 も文部省値の 59 4cm

(18歳 )つ に比して 0 3cm下 回った値ではあるが,

第 2回 テス トの 60 1Cm(7月 第 1週)をみると文

部省値をおい越 して 0 7Cm上回った値 を 示して

いる. しかも垂直とびの測定方法の相違を考慮す

ると (両測定法の比較の結果東大方式の方が垂直

とびの値が 1 2cm程度小さくなるとい う結果 を

得ている),一層東大値の方 が文部省値に比して

優位にあるといえる 反復横とびも第 1回テ
^ト

1,104

712

144
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表 1

60 0

6 2
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62
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3 1

44 4

3 1

44 5

32

44 4

3 1

43 6

32

43 8

26

44 1
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垂直とびの第 1回～第 5回の平均値 。標準偏差

第10号

表 3 腕立伏臥の第 1回～第 5回の平均値・標準偏差

標本総数
回

30 9

t t

Ａ

群

B群

75

30 9

75

30 8

75

31 1

74

30 8

74

30 1

82

31 1

7 6

合計 2,005

2,381人

20歳

144

20歳以上

標本総数

2,381人

、(20歳
以

士

標本総数

2,381人

r合計2,005

／

１

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

/18蔵謎

1,104

19歳

注)A群は第 1回から第 5回 まで 4種目とも全部テス

トをうけたもの (デ ータに欠なし)である それ
以外をB群 とした (デ ータに欠あり).

表 2 反復横とびの第 1回～第 5回の平均値・標準偏差 表 4 踏台昇降の第 1回～第 5回の平均値・標準偏差
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表 5 体カテス ト合計得点の第 1回～第 5回の平均値・

標準偏差

において,47年入学生の423回から428回へと上

昇を示している。 この値および文部省
^ポ

ーツテ

ス トの反復横とびとの相関係数0816(表 7)か ら

回帰方程式 (Y=o994X+4_3)3)に よって推定平

均値を算出してみると,468回 となり,文部省値

の18歳の446回・19歳の444回に比して22～ 24
回も上回り,こ れはl■ぼ 1/2標準偏差の大きさに

相当し,断然よい値である。これに反して腕立伏

臥は,昭和48年入学生の方が昭和47年入学生より

も低い値となっている。第 1回テス トにおいて47

年値の 313回から48年値の 309回へと04回低

く,第 2回テストにおいても357回から350回
へと0.7回 (5%水準でその差は有意)低い値であ

る.第 3回テス ト以降はおいついているが,入学

して夏休みまでは48年入学生の方が47年入学生よ

り劣っている.腕立伏臥の昭和41年度入学生の第

1回 テス トの平均値が30.9回 であるので,10年間

横ばい状態で伸びがみられないわけである

踏台昇降においても脈拍合計の平均値で,47年

値の196.3拍から48年値の1975拍に数値的には48

年値の方が増カロを示し,それだけわずかながら48

年値の方が下回っている.48年値の踏台昇降平均

値と,文部省スポーツテス トの全国値とを回帰方

程式 (Y=-209X+968)9)を 用いて推定平均値

によって比較してみると,第 1回 テス トの結果は

指数で555点,第 2回テス トの結果は564点 とな

る.こ の値は文部省値18歳の567点,19歳の57.3

点に比して いず れ も下回った値にとどまってい

る.第 3回テス ト以降ではほぼ文部省値においつ

い て い る とみてよい (第 3回 569点 ,第 4回

568点,第 5回57.4点 ).

垂直とびは年々伸びてお り48年値 は文部省値

(大学)を も上回っているとみられる 反復横と

びの年々の伸びはめざましく,ま た文部省値をも

大きく上回っている.しかし腕立伏臥はこの10年

間で伸びがみられない。踏台昇降もこの10年間の

伸びはわずかな数値的な範囲にとどまり文部省値

と比較してはぼ文部省値並みになるのは入学後 1

年経過してからである,と いうことがいえる。そ

の結果合計得点の平均値の比較では垂直とび・反

復横とびの上昇からくる得点差が,腕立伏臥およ

び踏台昇降で下回った分を上回 り,47年値の2206
点から48年値の2231点へと25点上昇している.

(21 テス ト結果のそろっているものとそろわな

いものとの比較

次に,本研究で分析の対象とした標本を,第 1

回テス トから第 5回テス トまで全種 目にわたって

データのそろっているものに限定 したため,標本

の特性を知っておくことの必要から,こ こで,そ
のそろっているデータ (A群とする)と そうでな

いデータすなわち第 1回～第 5回のうちテス トを

受けなかった回のあるもの (B群 とする)と を比

較してみる (表 6).垂直とびで は 第 1回 テメ ト

から第 5回テス トまでいずれもA群の方が B群に

比して平均値が高いが,有意差のみられたのは第

3回テス トであった。反復横とびも第 1回テス ト

から第 5回テス トまでいずれもA群の方が 3群を

上回ってお り,第 3・ 4・ 5回テス トにおいては

有意差がみられた。 しかし腕立伏臥では第 1回 ～

第 5回 テス トのいずれにおいても有意差はみられ

ないが,数値的には逆に B群の方がA群を上回っ

た値を示している.踏台昇降ではこれも有意差は

みられないが,数値的には第 1回テス トでA群が
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B群を下回っているが,第 3回以降のテス トでは

A群の方が上回っている.合計得点の比較では第

1回から第 5回 テス トまで, A群一 B群 の 差 は

-04,+13,+37,+30,+24点 と第 3回

テス トを除いては有意差はみられないが,第 1回

テス トでA群の方が B群 よりわずかに数値的に下

回っているはかは A群 の方が B群 を上回ってい

る すなわち,第 1回 ～第 5回 テス トを通して測

定値のそろっている群とそうでない群とを比較し

てなると,腕立伏臥を除いては測定値のそろって

いる群の方がそ うでない群に比してよ ヽヽ 値 を 示

し,したがって合計得点でも第 1回テス トを除い

ては高い値を示した 10

(3i 年齢間の比較

さらに,測定値のそろっている群について年齢

別に,18歳・ 19歳・20歳・21歳以上の 4群に分け

て平均値 。標準偏差を算出して比較を行なってみ

ると,表 6の ように,垂直とびでは19歳群が他の

群に比して最も優ってお り,特に18歳群と19歳群

との間には第 1回 テス トを除いて有意差がみられ

る 反復横とびにおいても全体的にみて19歳群が

他の群に比 して優る傾向がみられる.現役入学者

よりも 1浪入学者の方が上回っているといえる.

しかし20歳群および21歳以上群になると18歳群に

比して下回っている.腕立伏臥においても19歳群

が優っている 特に18歳群との比較では第 3回 テ

ス ト以降に有意差がみられる。踏台昇降では20歳

群においてよい値を示 しており,18歳群は20歳群

に比しても19歳群に比 しても劣 り,有意差がみら

れる.体カテス ト合計得点をみても18歳群の劣性

が目につ く

体カテス ト4種 目を通してみて,年齢間の比較

では,19歳群の優っていること,18歳群および21

歳以上群で劣性を示す傾向が種 目によっては顕著

であることがわかる。また,こ うした傾向差が第

3回 テス ト以降で比較的多くみられるとい うこと

は,受験勉強のため運動不足 となり体力が低下し

ていて年齢差がそれはどみられなかったものが ,

入学後 1年近 く経って体力が回復・向上してくる

と, 1浪 して19歳で入学 したものが比較的優位に

立って くるとい うことが,傾向としていえよう。

21歳以上群で第 1回～第 5回テス トを通して他の

群に比 して劣性を示すのは,浪人等の期間中それ

だけ体育の授業から遠ざかっており,入学した後

の体力の回復後も,文部省スポーツテス トにみる

年齢段階別体力・運動能力の推移傾向に示される

ごとく,1つ 年齢的に上昇のビータを過ぎて下降し

はじめる年齢に達しているためと考えられよう.

いま19歳群の他の群に比しての優位な傾向をみ

たが,しかし18歳 ,19歳群の第 2回テス ト (1年

生の 7月 )と 18歳群の第 4回テス ト (2年生の7

月)と は年齢的に同一時点であることから,こ れ

を比較してみると,垂直とび・踏台昇降において

は大差はみられないが反復横とび・腕立伏臥・合

計得点において現役入学群の方が 1浪入学群より

も優っている この傾向は,47年入学生および41

年入学生についての同様の比較を通 してみると一

層明らかであった ")し たがってこのようにみる

と,18歳群の方が19歳およびその他の群に比して

受験勉強からくる体力へのマイナスの影響は少な

いといえよう.

(41 東大体カテス ト種 目と文部省
^ポ

ーツテス

ト種 目との相関

なおここで,直接東大体カテス トの得点化の検

討に用いる標本とは全 く別ではあるが,得点化の

検討 を す す めるに当た り東大体カテス ト4種 日

が,文部省のスポーツテス ト種 目とどのような関

連をもっているかということを予め検討しておく

ことは,東大体カテス トの性格・特性がある程度

明らかになることであ り,こ のことは以後の得点

化の検討のさいにも基礎的な知見として必要なこ

とであろう

表 7は,昭和47年 7月 に東京大学教養学部学生

男子 365人 (1・ 2年生の18～ 20歳)に対して実

施 した 文部省スポーツテ
^卜

種目
182と

東大体力

テス ト種 目 (第 2回 テ
^卜

, 7月 実施)と の相関

係数である。表 7か ら相関係数の 04に達したも

のをあげると,垂直とびと文部省
^ポ

ーツテス ト

種 日との間では,反復横とび・50m走・走 り幅と

び・体力合計点・運動能力合計点の五つであ り,

反復横とびと文部省スポーツテス ト種 日との間で

は,反復横とびにおいて r=0.816の高い相関を

示しており,そのはか体力合計点および運動能力

合計点の二つであり,腕立伏臥との間ではけん垂
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・ 1500m走・運動能力点の三つであ り,踏台昇降

との 間 で は文部省 スポーツテス トの 踏台昇降

(台高40 cm)と の r=-0631の 一 つ で あ る.

踏台昇降運動の台高 40cmと 台高 50Cmの 場合と

で r=0631の相関係数 ということは,特に高い

相関関係があるとはいえない 東大体カテス トの

踏台昇降に お い て文部省スポーツテス トの台高

40cmょ りも 10Cm高 い,台高 50cmを 採用してい

るのは,一つには東京大学入学生の身長平均値が

全国値よりも大であること,お よび生理学的な面

でのテス トの妥当性の検討の結果であり,さ らに

は学生に少し強めの負荷を与えてこれによって ト

レーニングの「やる気」を増させたいとい う意図

第10号

もあったためである 一方では台高 50cmはこの

テス トの客観性・信頼性においてどうであるかと

い うことの論議 の 余地もないわけではないが,142

大学入学時の体育実技における必修「 トレーニン

グ」群を選別するためのスクリーニングテス トと

しては,こ の台高でよいとい う一応の見解を得て

いる

さらに,文部省スポーツテス ト種 目それぞれに

対する,東大体カテス ト4種 目を同時に予測変量

としたときの標準偏回帰係数と重相関係数を表 8

に示した 1つ

東大体カテス トと最も重相関係数の高い文部省

スポーツテス トの種 目は反復横とびであ り,つい

表 7 東大体カテスト種目と文部省スポーツテス ト種目の相関係数

(365人 )

東大体カテスト (第 2回 )

垂直とび 反復横とび 腕立伏臥 踏台昇降

（東
大
体
カ
テ
ス
ト
）

垂 直 と び

反 復 横 と び

腕 立 伏 臥

踏 台 昇 降

1 000

0 494

0 292

-0 010

0 494

1 000

0 290

-0 124

0 292

0 290

1 000

-0 168

-0010

-0 124

-0 168

1 000

（文
部
省
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
）

反 復 横 と び

背  筋  力

握 力

伏臥上体そらし

立 位 体 前 屈

踏 台 昇 降

体 力
占
、

0 416

0 305

0 307

0 158

0 195

0 024

0517

0816

0 228

0 246

0 206

0 130

0 128

0 522

0 198

0 201

0 178

0 112

0 228

0 153

0313

-0 124

-0 101

0 040

-0 055

0 023

-0 631

-0 203

50m走

走 り 幅 と び

′ヽ   ン   ド

け  ん  垂

1,500m走

運 動 能 力 点

-0 412

0 539

0 292

0 368

-0 305

0 507

-0 325

0 377

0 277

0 348

-0311

0 475

-0 171

0 258

0 150

0 556

-0 437

0 455

-0 052

0 008

-0014

-0 089

0 367

-0 166
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で運動能力点・踏台昇降・体力点である しかし

反復横とびについてみると,上にみた反復横とび

どうしの単相関係数においても0816と 高い値を

示 してお り, 4種 目を予測変量とした場合の重相

関係数はこれよりわずかに 002の上昇を み たに

す ぎない 踏台昇降についてみても,r=o631か
ら R=o634と はとんど上昇を示していない。 体

力点についてみると,単相関係数の最も高かった

反復横とびとの間の r=0522から R=o629に
上昇を示した.運動能力点についてみると,垂直

とびとの間の r=0527か ら R=o640に上昇を

示した。そのはか 1,500m走 では,最 も高い腕立

基 準 変 量

伏臥との間の r=o437からR=o572に上昇を示

したが,走 り幅とびでは r=0539(垂直とびとの

間)からR=o562,50m走では r=o412(垂直

とびとの間)か ら R=o444と それはど上昇を示

していない.そのはかの,背筋力・握力・上体そ

らし・立位体前属・ハンドポール投げにおいては

重相関係数 R=o222～ 0341と , 重相関係数 と

しては低い値にとどまっている。

すなわち東大体カテス トと文部省スポーツテス

トの各種 目との相関は,反復横とびどうしが最も

高 く,踏台昇降・体力点・運動能力点ともかなり

強い,と い うことがわかった 上体そらし・立位

表 8 文部省スポーツテス ト種 目を基準変量としたときの標準偏回帰係数と重相関係数

(365人 )

東 大 体 カ テ ス ト

垂直とび 腕立伏臥 踏台昇降

（文
部
省
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
）

50m走

走 幅 とび

′ヽ ン  ド

け ん 垂

1,500m走

運動能力点

-0.318(66.7)

0.445
(?5. e)

0. 195
(51.2)

0.166
(16.6)

-0.160(14. s)

0.310
(38.4)

-0.165(27.s)

0.135
(16. r)

0. 169
(42.2>

0.130
(12.3)

-0.105(10.0)

0- 229
(26. s)

0 444

0 562

0 333

0 606

0 572

0 640

-0.044( 3.8)

0.097( 7.s)

0.047
( 6.3)

0.471
(71.0)

-0.309({1.1)

0.283
( 31. s)

-0 083
(22)

0045
(01)

o 017

(o2)

0 008
(02)

0 300

(337)

-0 087
(33)

反復横とび

背 筋 力

0 818

0 342

0 341

0 222

0 271

0 634

0 629

0.029
( 1.8)

0,240
(62.8)

0.223
(58.6)

0.068
(21.8)

0.131
(34. ?)

-0.018( 0.1)

0. 333
(43.5)

0813
(96 2)

0 072
(141)

0 119

(25 0)

0 157

(65 5)

0016
( 2 9)

0 048
(15)

0310
(410)

-0 052     -0 032
(15)  (o6)

0 098     -0 073
(168) (63)

0 091       0 072
(139)  (25)

0 042     -0 028
(95)  (31)

0 195       0 059
(606)  (19)

0 040     --0 618
(15)  (968)

0 102     -0 144
(81)  (74)

上体そらし

体 前 屈

踏 台 昇 降

体 力 点

注 ) )内は net cOntributionを示す .
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体前属の柔軟性の種 目および投のハンドボール投

げとの相関は,東大体カテス トの種 目から予想さ

れ た ご と く,相関係数が低い値にとどまってい

る それだけ東大体カテス トは,こ れらの種 目と

の関係が弱いとい う性格をもっているわ け で あ

る

2 現行得点による得点分布の問題

(D 現行得点による4種 目の得点分布

東大体カテス ト4種 目の現行の得点は,垂直と

びでは 100点 から 1点まで, 反復横とびでは 100

点から7点まで,腕立伏臥では 100点 から11点 ま

で,踏台昇降で |ま 100点 から19点 までの得点が与

えられている そこで種 目ごとに各得点の人数分

布状況を,第 1回 ～第 5回 テス トを通してデータ

のそろっているA群の 2,005人 について (以下の

分析ではこの2,005人 を対象としている),表 9に

おいて,100点から 1点 まで 5点間隔で 20段階に

まとめてみた

これをみると,垂直とび は 段階 9か ら段階 15

(41～ 71点)に分布が集中していることがわかる

反復横とび |ま ,測定値のとる値そのものの変域が

小さいため (測定値は35回 から55回辺のおよそ20

個程度の整数の変域であるため),あ る程度 や む

をえないことではあるが段階12～ 16(56～ 80点 )

に集中している また段lHt20の 96点 以上にも多く

集まっている 第 4回テス トでは 27%も 96点以

上の段階に達 している 腕立伏臥では第 1回 テス

トで段階 9(41～ 45点 )に340%,第 2回 テス ト

で段階10(46～ 50点 )に247%と 高い集中がみら

れる 加えて,腕立伏臥は72回 をもって 100点 と

して打ち切るとい うF-5係 もあって,60回 を越える

と72回 までいわゆる頑張 り抜 くとい う傾向がみら

れ,第 3回 テス ト以降は96点以上の段階に33%,
40%と 高い割合を示している 踏台昇降では段

階 11で分布が特に高 く,ま た得点段階の幅も他の

種 目に比して小さく (41～ 65点 に集中), 段階の

高いところには分布していない

これらのことから,得点分布の状況は種 目によ

ってかな り異なったものであることがわかる 測

定値そのもののとり得る値からして,あ る程度の

分布の偏 り|まやむをえないにしても,こ こに1まな

お検討する余地のあることが指摘される

第10号

121 現行の合計得点における伸びの大きいもの

体カテス トの合計得点が前回に比して大きく仲

びているものに注意してみると,垂直とび・反復

横とび・踏台昇降における伸びはそれほどでもな

いが,腕立伏臥 の 回数だけが大きく前回 を 上回

り,それが合計得点に影響して,体カテ
^卜

点が

大きく伸びている場合が,これまで事例として多

くみられた。そこで,統計的処理を通じてこのこ

とを検討してみるために,合計得点の伸びの程度

を,前回テ
^卜

に比しての伸びの平均値および標

準偏差によって段階づけをして,特に伸びの大き

かったグループについて種 目別に得点の伸びを計

算して比較してみる

毎回の体カテネ トで前回に比して合計得点がど

のぐらい伸びているかをみると,表 10の 右 i■lに示

すごとく,第 1回から第 2回にかけて147点 ,第

2回から第 3回へ57点 ,第 3回から第 4回へ63
点伸びている しかし第 4回から第 5回にかけて

は-17点 と逆に低下している. 第 1回から第 2

回にかけての伸びが断然大きく,ま た標準偏差を

教ても明らかなごとく, 第 1回 か ら第 2回への

59点は他の回 (154～ 141点 )に比して非常に小

さい すなわちそれだけ,第 1回から第 2回にか

けての伸びは,大きい上に,他の回の伸びの状態

に比して全体的に伸びているということであ り,

これに対して他の回では伸びの程度に比して標準

偏差が約15点 と大きいことは,それだけ伸びの程

度がさまざまであ り,大きく伸びたものもあれば

それ程伸びなかったもの,あ るいは低下したもの

もあるとい うことを示している

いまこの合計得点の伸びの平均値 。標準偏差を

用いて, 1標準偏差の幅で区切って六つの段階に

それぞれ分けてみた 伸びの平均値よりも25標

準偏差以上 も伸びたものは第 1回→第 2回テス ト

では327人 (296点以上伸びたもの),第 2回→第

3回では 33人 (422点 以上伸びたもの),第 3回

→第 4回では 35人 (416点 以上伸びたもの),第

4回→第 5回では17人 (369点 以上伸びたもの)

であった。 この合計得点の伸びの最も著しい 25
標準偏差以上も伸びたもの (◎群),お よび25～

15標準偏差の伸びを示したもの (○群)につい

て,表 11に種目別の毎回テストの平均値とその差
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東大体カテス トの得点化に関する研究

を示した これをみると,最も伸びの著しい③群

の,第 2回から第 3回へかけての得点差,すなわ

ち垂直とび 8点・反復横とび13点・腕立伏臥25点

・踏台昇降 6点 という,腕立伏臥の伸びの他の種

目に比して非常に大きな値を占めていることに顕

著に示されるように,腕立伏臥の得点の伸びは他

の種日に比して著しい ③群について各回の伸び

の平均値をさらに平均してみると, 垂直とび68
点・反復横とび123点・腕立伏臥18.3点・踏台昇

降 65点であった ①群についてみると①群でみ

た傾向がやや弱まるけれどもやはり同様な傾向が

表われている.

このことからして,合計得点の大きく伸びたも

のには腕立伏臥の大きな伸びが利いているという

ことが統計的に明らかとなった.

そこで,体カテスト合計得点を論ずる場合に,

1種 目の得点の伸びに,特に伸びの大きいところ

で,大きく左右されるという得点配分のしかたを

検討しなおす必要があろう。特に腕立伏臥のナマ

の回数にみるように,回数の多いところで裾長と

なっている分布は得点化するさいには正規分布に

近づけるように考慮した方がよいと考えられる。

このことは,平均値より低いところで腕立伏臥の

回数が7回伸びたということと,平均値より高い

ところで7回伸びたということは,同 じ7回であ

っても得点化した場合に必ずしも同一の得点幅と

はならないということであり,じっさいに腕立伏

臥において,それの弱い人が回数を7回増すとい

うことの努力に比して,腕立伏臥の強い人にとっ

ては7回程度の回数はその日の調子によって変動

しうる範囲に入っていることが多い。また逆にい

えば,30回できる人がその日の調子で20回 しかで

きないということはあまりないが,65回できる人

はその日の調子で55回に落ちるということはしば

しばみられるということでもある すなわち腕立

伏臥の弱い人の回数の変域は小さいが強い人の回

数の変域は大きい, ということから考えて腕立伏

臥の回数を得点化する場合の,上述のような統計

的な分布上の考慮は必要である

3 体カテスト換算表の作成

に)新しい得点による人数分布

現行の得点が種日ごとに 1～ lC10点 という大き

な得点幅をもっていること (垂直とびの場合であ

るが),合計得点の平均値が200点 となること (作

成当初),各種 日の 測定値をそれぞれ種 目ごとに

同一幅で区切って得点化していること (得点の分

布上の問題),10年 経過して得点の上限にも多く

のものが達 しうるようになっていること (腕立代

臥および反復横とび),得点幅 に 種 目による大4ヽ

の相違がみられること,等がこれまでに述べてき

た現行の得点における問題点であったといえる。

そこで,今回,0)得点幅を,各種 目とも10点 力ヽ

ら40点までの31個の変動幅におさめ,121それによ

って各種目の平均値が得点10～ 40点の中央の25点

の辺にくるように配点を考えること (しかしじっ

さいには第 1回テス トでは平均値を25点 より少し

低 め にするようにした),(31さ らにそれによって

合計得点を llXl点 に平均値をもっていく (100点

を標準として考える)よ うにすること,(41各種 目

の測定値の上の方および下の方は人数分布からみ

た得点配分をも考慮すること,等の条件を満たす

ようにしながら,新たに「体カテス ト換算表」を

作成 した。表12が それである.具体的な得点配分

の手続きは,第 1回テス トを基準として,各測定

値の平均値を含む区間に 24点 を 配点するように

し,こ れを中心として10点から40点まで測定値0
分布を考慮 して配点した

表12の新しい体カテス ト換算表による各種 目お

よび合計得点の第 1回～第 5回テス トの人数分布

は,表 13お よび表 14に示した。

垂直とびの分布は,表 13の下段につけた正規分

布の場合の分布の割合と比較してみて,得点の低

い方と得点の高い方で (両裾の部分で)少 し多あ

に分布しているが,全体的にみて上述の条件をか

な り満たしているものとい うことができる.

踏台昇降の分布においても,第 1回 テス トの下

端の方で多めの傾向がみ られ る力
',全

体的にみ

て,垂直とびと同様にかなり上述の条件を満たし

ているものとい うことができる.

腕立伏臥をみると,第 4回・第 5回 テス トで下

端の方に分布がみられないこと,第 1～ 5回を通

じて上端 (39点・40点)に分布がみられないこと,

第 4回・第 5回テス トで得点33・ 34点のところで

かなり多い分布がみられること,等が目につ く。



表12 新得点による体カテネト換算表

踏台昇降

(拍 )
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しかし,39点以上のところに分布がみられないの

は現行の得点が72回 をもって打ち切って 100点 と

しているのに,新 しい得点表ではこれを38点 とし

た こ とか ら生じたことであ り,こ の得点表によ

り,それより上の39点・40点の段階にも分布が広

がることは十分に推量できる 次に,特に第 4回

および第 5回 テス トにおいて,下端で少なく上端

で多い分布すなわち得点の高い方への寄 りが幾分

日立つ傾向がみられるが,こ れは得点の上昇によ

るずれとみなされ うる範囲のものといえよう 人

学時の体カテス トにおいて,その成績によって,

体育実技履修のさいに,体力低位なものとそうで

ないものとに群別され,体力低位者群はスポーツ

種 目を選択しないでその学期は種 目としての「 ト

レーニングJを履 tF‐ するようになるとい う,ス ク

リーニング テス トの役割をも持っているため,

得点化する場合はその照準を第 1回 テス トに当て

た このことから,こ のような得点配分を行なっ

たわけである

次に,反復横とびの分布についてみる

反復横とびはナマの回数のとり得る範囲がおよ

そ32回 ～55回 とその個数が少ないため表 12の よう

に得点を飛ばして与えた この結果,た とえば第

3回 テス トの27点・28点 のところに282%と 非常

に多く集中するとい う結果 も生じている しかし

これは,得点を飛ばさないでナマの回数 1回 に 1

点を与えた場合に10～ 40点の上下両端の部分では

分布がみられず, したがって得点の標準偏差も小

さくな り,こ のことがまた後述する合計得点に対

する反復横とびの寄与率が他の 3種 目に比して日

立って小さくなるためこのような得点配分を行な

ったわけである 1ゆ

合計得点による人数分布をみると,正規分布に

近い分布をしているといえよう 第 1回 テス トか

ら第 4回テス トヘ分布が幾分ずつ上方へずれてい

っているのがある程度みられる

(2)新得点による体カテス トの平均値

そこで,新 しい得点による体カテス トの種 目別

平均値および標準偏差を表15に示した

第 1回 テス トにおいては各種 目とも25点 に達せ

ず,合計得点においても967点 と100点 に達 して

いない 特に腕立伏臥において低い これは,こ
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表14 新合計得点による得点分布 (%) 表15 新得点による平均値・標準偏差
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こ10年来腕立伏臥の回数の平均値が他の 3種 日で

上昇してきているのに比べて上昇をみせていない

ことを考慮して,他の 3種 日よりも低めに得点配

分を行なった結果である. しかし第 2回 テス ト以

降は 4種 目とも平均値は25点以上を示し,合計得

点においても第 2回 テス ト1038点 と100点 を上回

った値を示すようになる。このような平均値を示

すように得点配分を考慮したわけである 第 3回

テス ト以降も上昇を示 している 各種 目の第 1回

テス トから第 5回テス トヘの上昇傾向をみるため

に,各種 日の第 1回 テス ト平均値を100と すると,

注)上段の数値は平均値,下段の数値は標準偏差を

討

図 1の ごとく,踏台昇降を除いては第 4回から第

5回にかけての伸びの停滞がみられるが,種目別

に比較すると腕立伏臥の上昇が最も大きく,反復

横とび・踏台昇降・垂直とびの順になっている

腕立伏臥の上昇が最も大きいのは,一つには基準

値となった第 1回テス トの平均値が他の 3種 目の

平均値に比してかなり小さいとい うことから結果

しているが,それにしても上昇勾配は大きい.

以上から平均値の考察においては,新得点表を

作成するさいに意図したことがほぼその通 りに表

われているといえよう.

次に各種 日の標準偏差の分布をみると,第 1回

～第 5回テス トを通じて垂直とび で は 58～ 5.9

点,反復横とびでは 45～51点,腕立伏臥 で は

45～49点 ,踏台昇降では46～ 52,点であ り,垂
直とびの標準偏差が他の種 目に比して幾分大きい

値を示しているが,ほぼ適当な分布であるといえ

よう。合計得点ではH5～ 119,点であ り,第 1回

～第 5回テス トを通じて 04点 とい う小さな変域

にとどまっている

垂 直 と び

反 復 横 と び

腕 立 伏 臥

踏 台 昇 降

合 計 得 点

―
回  数 |   |

4  1  5

|



東大体カテストの得点化に関する研究

1回  第 2回  第 3回  第 4回  第 5回 (テスト)

図 1 新得点による種目別平均値の伸び

4 体カテス ト合計得点と各種 目との相関・回

帰

0)新得点と測定値との相関係数

新しい得点と測定値との関係を,これまで人数

分布や平均値でみてきたわけであるが, こん ど

は,こ の関係を相関係数によって考察し明らかに

してみたい

まず,測定値と新得点との各相関係数をみてみ

ると (表16),反復横とびにおいては新得点 と測

定値との相関係数は0.996～ 0998と な り,垂直と

びにおいては0"1～ 0994,踏台昇降においては

-0984～ -0989, 腕立伏臥においては 0958～

0968,合 計得点においては新得点 と現行得点と

で0970～ 0981と い う,いずれも高い相関係数値

を示した 4種 目の相関係数を比較してみて数値

的にやや腕立伏臥が低めであるのは,それだけ,

測定値 (回数)を得点化するさいの区分の幅が一

様でないことからきているものである。 しかし,

4種 目を通 してみて,極めて相関の高いことがわ

かる

次に体カテス ト種 日間にどのような相関がみら

れるかについて,測定値による場合と新得点によ

る場合との二通 りの計算を行なった。表17の上段

は測定値による場合の種 日間の相関係数であ り,

下段は新得点による場合の種日間の相関係数であ

る

全体的にみて種日間の相関係数の傾向としては

これまでの傾向と同様である
r)

測定値による場合と新得点による場合とを比較

しても相関係数値はよく近似しているが,数値の

上からのみいうならば,わずかながら新得点によ

る場合の方が測定値による場合よりも,腕立伏臥

と他の種 目との間で上回った値を示している

12)合計得点と体カテス ト種 目との相関係数

体カテス トの各回ごとに各種 日の合計得点との

相関係数をみると,表 18の ようになる.

表 18の 上段は測定値と現行の合計得点との相関

係数であり,中段は測定値と新合計得点との相関

係数であり,下段は各測定値の新得点と新合計得

点との相関係数である.測定値と新合計得点との

相関係数と,各測定値の得点と新合計得点との相

関係数とは,よ く似た値を示している。

新得点と新合計得点との相関係数と,測定値と

現行の合計得点との相関係数 とを比較すると,垂

直とびと踏台昇降の 2種 目では新合計得点の場合

の方が第 1回 ～第 5回テス トを 通 じて 上回った

数値を示しており (踏台昇降においては第 1回の

r=0469か ら r=o.563にみるごとく,01近
く高まっている)反復横とびでも第 3回以降は新

合計得点の場合の方が数値的に上回っているが,

腕立伏臥では新合計得点の場合の方が現行得点の

場合に比して数値的に下回る傾向がみられた 体

垂 直 とび

反復横とび

腕 立 伏 臥

踏 台 昇 降

合 計 得 点

|::::| 0

O

-0

0

注)合計得点の相関係数は,現行の合計得点と新合

計得点との値である。

第 1回  第 2回  第 3回 第 4回

表16 体カテス ト4種 目の測定値と新得点との相関係数
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東大体カテストの得点化に関する研究

カテス ト種 目と新合計得点との相関係数は,第 1

回～第 5回を通して, 垂直とびで0671～ 0717,

反復横とびで 0655～ 0702,腕立伏臥で 0637～

0664,踏台昇降で 0484～ 0539であった 踏台

昇降の相関係数が現行得点の場合に比して上昇し

たとはいえ,体カテス ト4種 目中では最も低い値

にとどまっている.

表18 体カテスト種目と合計得点の相関係数

③ 合計得点の体カテメ ト種 目に対する回帰

次に,体カテス ト4種 目が合計得点とどのよう

な関係にあるかを,現行得点の場合と新得点の場

合とを比較しながら,回帰分析を用いて明らかに

したい.表19に ,合計得点に対して体カテス ト4

種 目を予測変量としたときの,標準偏回帰係数 と

重相関係数を示した

4種 目の測定値を新得点化し,こ れと新合計得

点との間の重相関係数をみると,いずれもR=10
を示した。そのはかでも, 4種 目の測定値と,新

合計得点との間の重相関係数は0990～ 0992,現

行合計得点との間 の 重相関係数 は 0989～ 0996

と,いずれも高い値を示した。ここでも,新合計

得点を基準変量とした場合に,予測変量を測定値

としても新得点化したものを用いても,各標準偏

回帰係数は非常によく似た値を示している.基準

変量を新合計得点とした場合と,現行得点とした

場合との比較を,標準偏回帰係数から算出した,

基準変量に対する寄与率 (nct contribution)で

みると,第 1回～第 5回テス トを通 じて垂直とび

では現行合計得点の場合が247～285%であるの

に比して,新合計得点の場合が301～323%と ,

約 5%高い.同様に反復横とびについてみると,

現行合計得点の場合が230～ 319%,新合計得点

の場合が232～ 263%であ り,現行合計得点の場

合の方が変動が大きいがそれはど大きな相違はみ

られない.腕立伏臥の寄与率についてみると,現

行得点の場合が233～ 375%と ,さ らにその変域

が大きくなっている これに対して新合計得点の

場合は221～ 249%と その変域は小さく,現行得

点の場合に比して幾分低い値となっている.踏台

昇降の寄与率についてみると,現行得点の場合が

128～ 163%,新合計得点の場合が175～ 215%
と,こ んどは新合計得点の場合の方が上回った値

となっている

すなわち,現行合計得点の場合と新合計得点の

場合について,それぞれに対する各種 目の寄与率

をみると,第 1回テス トの場合は現行合計得点に

対 しては垂直とび29%・ 反復横とび32%・ 腕立伏

臥23%・ 踏台昇降16%であ り,寄与率32～ 16%と

16%の高低の開きであったが,新合計得点に対し

ては,こ の順で30%・ 26%・ 22%・ 22%であ り寄

与率30～ 22%と 8%の小さな変動幅にとどまって

いる 第 1回～第 5回テス トを通じて,各種 日の

それぞれの合計得点に対する寄与率を平均値でみ

ると,現行合計得点に対しては,上の種 目順に26

% 26%・ 33%・ 15%と な り,最 も高い腕立伏臥

の33%と 最も低い踏台昇降の15%と では18%と い

う大きな開きがみられるが,新合計得点に対して

はこれが31%・ 25%・ 24% 20%と な り,垂直と

びが他の 3種 日に対してやや高いが,最も低い踏

台昇降の20%と の間でも11%の 差にとどまってい

る このことから,現行合計得点方式に比して新

(2,005ノ )ヽ

0 71
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0
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体育学紀要 第10号

表19 合計得点を基準変量としたときの4予 11変量の標準偏回帰係数と重相関係数

基      予浪1変量

準

省  1 重相関係数
垂 直 とび 反復横とび 腕 立 伏 臥 踏 台 昇 降

（予
測
変
量
は
測
定
値
）

現
　
行
　
の
　
合
　
計
　
得
　
点

第 1回  0990

第 2回  0993

第 3回  0989

第 4回  0996

第 5回  0995

0. 425

(28.5)

0.420
(27. r)

0.417

(26.5)

0.388

(24.7)

0.381

(2i.3)

0 442

(319)

0 387

(26 0)

0 363

(236)

0 352

(23 0)

0 357

(246)

0. 360

(23.3)

0. 131

(30.3)

0.491J

(35. s)

0.501

(37. s)

0.50I

-0. 310

(16. 3)

0.343

(16.6)

-0.310
(11.3)

-0.308
(1,1.8)

-0.29?
( 12. rJ)

新
（編
変
髪
測罐
）

′点

第 1回  0092

第 2回  0991

第 3回  0990

第 4回  0990

第 5回  0990

0 149

(30 4)

0 466

(315)

0 484

(333)

0 456

(316)

0 457

(332)

0 400

(274)

0 380

(253)

0 377

(25 0)

0 367

(24 6)

0 378

(27 0)

0.333

(20.6)

0.311

(2t.7)

0.366

0. 352

(22.6)

0.356

(22.7)

-0 405

(216)

-0 105

(215)

-0 379

(195)

-0 389

(212)

-0 358

(172)

新
（藉
変
綺
新ぐ
）

点

第 1回  1000

第 2回  1000

第 3回  1000

第 4回  1000

第 5回  1000

0. 119

(30. r)

0. 161

( 30. s)

a_ !11

( 32. 1)

0.1;3
(31.1)

0.,151

0 390

(263)

0 367

(240)

0 365

(240)

0 354

(232)

0 362

(254)

0.316

0.362

(23.5)

0.383

(21. s)

0.37J

(21. e)

0.377

(21. e)

0 401

(215)

0 404

(215)

0 380

(195)

0 386

(208)

0 360

(175)

注)(  )の 数字は nct cOntribu■ o■ を示す
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東大体カテス トの得点化に関する研究

合計得点方式の方が統計的により合理的であると

いうことができる

以上のことから各種目の新得点の得点別人数分

布,第 1回テストの種目別得点平均値,合計得点

平均値,その後の得点平均値の上昇傾向,お よび

各種目の得点の標準偏差の傾向,種日間の相関係

数,新合計得点に対する各種目の寄与率等の考察

を通して,新得点方式を採用しようとする統計的

な根拠をある程度明らかにしえたと考える

5. 体カテス トと体格との関係

0)身長と体カテス ト種日との関係

これまで,体格,なかでも特に遺伝的に規定さ

れることの最も強い身長と体カテス ト4種 目の成

長 との関係を考慮することなしに,それぞれの測

定値を得点化してきた。 しかし学校体育の場にお

いては,体カテス トの記録を得点化し評価するさ
いには,その種目の成績が身長の大小によって大

きく左右されることが統計時に明らかに認められ

るような場合には,身長の大小をも同時に考慮し

ながらその種目を評価した方が,水野の回帰評価

法132に
示されるごとく,ょ りよいと考える

そこで表20に示すごとく,身長と体カテス ト4

種日との相関係数を算出した。身長と垂直とびと
の相関係数は第 1回～第5回テ

^卜
を通じていず

れも1%水準で有意であり,0127～0158を示し

ている.すなわち垂直とびは身長の大きいものの

方が身長の小さいものに比して有利である. どの

程度有利であるかといえば,身長に対する垂直と

びの回帰の概念を導入してみると,身長の大小に

応 じた垂直とびのそれぞれの推定平均値が求めら

れて,例えば第 1回テス トの r=0127の 場合は,

身長が 1標準偏差分だけ増すと垂直とび は 0.127

標準偏差分だけ有利となる。垂直とびは長身が有

利である。 この相関係数値は47入学生の傾向と同

じであり,1の また昭和47年調査の文部省スポーツ

テス トによる全国資料の結果(r=o.H7)2。)と も似

た値である.しかし水野の分析した文部資料によ

る,男子 13・ 14歳 の身長 と垂直とびの相関係数

05094・ 05332と 比較してみると非常に低い値で

ある。大学生の年齢段階になると,垂直とびに対

する身長の大小からくる有利・不利の程度がそれ

だけ弱くなっていることがわかる.

表 20 体格 と体カテス ト種 目の相関係数

(2,005人 )

1 000

0 446

0 305

0 127

0 145

0 145

0 151

0 158

0 052

0 042

0 085

0 062

0 119

体 重

0 446

1 000

0 860

身

体

胸

長
　
重
　
囲

垂

直

と

び

第 1回

2

3

4

5

第 1回

2

3

4

5

第 1回

2

3

4

5

第 1回

2

3

4

5

-0 009

-0 025

-0 008

-0 001

0 013

0014

0 010

0 050

0 037

反

復

横

と

び

腕

立

伏

臥

踏

台

昇

降

新

合

計

得

点

0 069

第 1回   0031 -0043

2    1   0 050   --0 021

3        0 032   --0 011

4        0 062     0 023

-0.174 -0. 137

-0. 184 -0.120
-0 202   --0 106

-0 160   -0 078

-0 165   -― O 062

0 013     0 022

0 088     0 082

0 015     0 058

0 088     0 108

0 067     0 049

5        0 067

注)rl>o081であれば 1%水準で, rl>0062で
あれば5%水準で有意である
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身長と反復横とびとの相関係数をみると,身長

と垂直とびとの相関係数よりも一層低いものとな

り,第 1回・第 2回テス トにおいては有意ではな

い.昭和47年度調査の文部省の全国統計をみても

r=0031と 有意 ではなかったこととここでもは

ぼ同じ傾向である したがって身長の大小との関

係はそれほど考慮しなくてもよいであろう.

身長と腕立伏臥 との 相関係数 はマイナスであ

り,いずれも1%水準 で 有意であり,-0174～
-0165と 第 1回 ～第 5回を通じて,数値的には

わずかながら垂直とびと身長との相関係数を上回

っていた 身長と腕立伏臥の相関係数がマイナス

であるということは長身のものにとってはこの種

日は不利であるということであり,身長が 1標準

偏差分だけ大きいと腕立伏臥は 0174標準偏差分

(第 1回 テス トの場合)だけ不利であるとい うこ

とを意味している.

身長と踏台昇降との相関係数も,反復横とびで

みたと同様に,第 1回・第 3回テス トの場合は有

意でなく, 第 1回 ～第 5回を通 していずれ も01
にも達していない したがって踏台昇降と反復横

第10号

とびについては評価にあたって回帰を導入しても

そのことによる効果は期待されないことがわかっ

た_したがって, 4種 目の評価のさいに身長に対

する回帰を考える場合,垂直とびと腕立伏臥の 2

種 目について考えてみる

体力や運動能力の回帰評価を考える場合,こ の

評価はもともと,身長の大きいものが身長の小さ

いものに比して得をしていることが多いため,身
長の小さいものがそのために不利にならないよう

に,身長の大きいものは大きいものどうしでの評

価,身長の小さいものは小さいものどうしでの評

価を行なう方がよいとい う考えに立っている し

たがって,腕立伏臥のように身長の大きいものが

不利な種 目について回帰評価を行なうとい うこと

は,身長が大きいために不利であるのを取 り除こ

うというのであるから,こ れまでとは傾向を異に

するわけであるが,こ こでは,身長が小さいために

不利 となっている垂直とびと,逆に身長が大きい

ために不利となっている腕立伏臥とについて,身

長に対する回帰方程式を用いて評価を行なって,

この 2種 目の間の関係をみてみたい 表21に身員

表21 身長に対する垂直とび,腕立伏臥の回帰方程式

注)回 帰方程式の算出にはこれまで用いたと同一標本 (2,005人 )の身長平均値 169 6cm,標準偏差 54Cエ
を用いた

(2,005人 )

身長に対する回帰方程式 標 準 偏 差
回 帰 か らの
標 準 偏 差

精度の上昇率

第 1回
垂

2

直
i     3

と
|

4

び
1     5

Y=0 14X+34 6

Y=0 16X+32 0

Y=0 16x+31 9

Y=0 17X+32 0

Y=0 18X+30 2

62

6.2

62

6 1

61

6 1

6 1

6 1

60

60

103 3

103 3

103 3

103 3

103 3

1第 1回
腕

2

立
3

伏
|

臥 1  4
5

Y=-024X+715

Y=-0 31X+ 88 3

Y=-040X+1057

Y=-034X+964

Y=-035X+991

75

93

108

11 4

11 6

71

9 1

10 6

11 3

11 4

102 7

104 4

103 8

101 8

,03 5

|



東大体カテス トの得点化に関する研究

に対する垂直 とびおよび腕立伏臥の回帰方程式と,

回帰からの標準偏差・精度の上昇率を示した。こ

れをみると,ま ず,相関係数値が小さかったこと

から,垂直とび・腕立伏臥それぞれ 1変量の標準

偏差と比較して各回帰からの標準偏差がそれはど

小さくなっていない,したがって精度の上昇率も

小さく,垂直とびでは103%・ 腕立伏臥では102～

104%に とどまっている しかし実際に,身長の大

小を考慮しないで垂直とびおよび腕立伏臥を各平

均値からの上下へのずれで評価した場合 (水野は

これを「平均値評価」と呼んでいる)と ,身長の

大小を考慮した回帰評価法とを比較してみよう.

まず垂直とびおよび腕立伏臥について平均値評

価法によって 5～ 1の 5段階の評価点を与え,次
に身長に対する垂直とびおよび腕立伏臥の各回帰

方程式によって,各人の身長に応 じた回帰評価法

による 5～ 1の 5段階の評価点を与え,さ らに身

長を大・中・小の 3グループに分けて,グループ

ごとに平均値評価法の場合と回帰評価法の場合と

で どの よ うな移動があるかを調べた 21)その結

果は表22・ 表23に 示すとお りである すなわち第

1回 テス トの垂直とびについてみると,身長小群

では平均値評価から回帰評価に移ると,それによ

って評価点のよくなるものが654人中72人 (11%)
いる。身長中群では同様に平均値評価から回帰評

価に移ると,それによって評価点のよくなるもの

表22 身長大・中・小群,1にみた,垂直とび・腕立伏臥 (第 1回 テス ト)の平均値評価と回帰評価の比較

(人数分布)

種  目 垂  直  と  び 立 伏 臥

、 平均値評価点

回帰評価点 _
1 3 5 1  2  3  4  5  11

5

4

身長・ 小

(166 9cm

未満 )

3

2

l

15

184

199

8

106

45

147

250

192

20

654

11

11

97

34

57

7

57

104

249

224

20

654

5

4

身長・ 中  3
(166 9cm

～ 172 3cm)2

1

計

187

6

193

10

315

22

347

2

142

64

152

315

209

28

768

18

18

21

254

1

276

7

122

7

60

123

312

254

19

768

5

4

身長 。大  3
(172 4cl

以上)  2
1

計

120

13

44

5

44

125

216

154

44

583

7

19

26

104

152

256

23

173

16

66

39

89

277

159

19

583
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が 768人中12人 (15%),逆 にそれによって評価

点のさがるものが 768人中28人 (38%)で ある

身長大群では,平均値評価か ら回帰評価によって

評価点のよくなるものは一人もな く,583人 中 96

人 (164%)が回帰評価によってさがるものであ

り,すなわちこの96人は平均値評価のために身長

の大きいことか らくる,いわゆ る得を していたも

のである ところが,腕立伏臥について同 じく第

1回 テス トについてみると,身長小群では回帰評

価によって評価点のよくなるものは一人 もな く,

評価点のさがるものが 654人中91人 (139%),身

長中群では回帰評価によって評価点のよくなるも

表23 垂直とび・腕立伏臥の平均値評価から回帰評価による評価.点の移動

身長・小

654人

身長・中

768人

身長 大

583人

合  計

2,005フヽ

垂直 腕立 垂直 腕 立 垂直 lll立 垂直 腕 立

第
１
回
テ
ス
ト

評
価
点
の

回
帰
評
価
に
よ

つ
て

あが る もの

変らないもの

さが る もの

72

(11)

582

(89)

0

12

(2)

728

(94)

28

(4)

29

(4)

731

(95)

8

(1)

0

487

(84)

96

(16)

150

(26)

433

(74)

0

，
７

９０

　

．

６

84

(4)
179

(9)

1,727

(86)

99

(5)

第
２
回
テ
ス
ト

あ が る もの

変らないもの

さが る もの

85

(13)

569

(87)

0

0

511

(78)

143

(22)

15

(2)

735

(96)

18

(2)

21

(3)

723

(94)

24

(3)

506

(87)

77

(13)

134

(23)

449

(77)

0

100

(5)

1,810

(90)

95

(5)

155

(8)

1,683

(84)

167

(8)

第
３
回
テ
ス
ト

あが る もの

変らないもの

さが る もの

72

(11)

582

(89)

0

0

534

(82)

120

(18)

2

(0)

727

(95)

39

(5)

１

２

　

７４

９６

　

１

２

0

460

(79)

123

(21)

74

(4)

1,769

(88)

162

(8)

‐２

６

　

，
７

８７

　

‐３

７

第
４
回
一テ
ス
ト

あが る もの

変らないもの

さが る もの

84

(13)

570
(87)

0

0

546

(83)

108

(17)

0

745
(97)

23

(3)

11

(1)

747

(98)

10

(1)

0

463

(79)

120

(21)

83

(14)

500

(86)

0

84

(4)

1,778

(89)

143

(7)

(5)

1,79

(89)

11

(6)

第
５
回
一テ
ス
ト

あが る もの

変らないもの

さが る もの

115

(17)

539

(83)

0

0

540

(83)

114

(17)

２

４

　

７４

９６

7

(1)

753

(98)

8

(1)

0

509

(87)

74

(13)

90
(15)

493
(85)

0

142

(7)

1,780

(89)

74

(4)

(5)

1,78
(89)

12

(6)

注 ) )は %を示す
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の 768人中29人 (38%), さがるもの768人中 8人

(10%),身 長大群では回帰評価によって評価点

のよくなるもの 583人中 150人 (257%),さ がる

もの一人もなし,と い う結果がみられる

第 1回～第 5回テス トの評価法の相違による移

動率を平均してみると,身長小群の垂直とびでは

回帰評価法によって評価点のあがるもの131%,

さがるもの一人もなし,同群の腕立伏臥で1ま評価

点のあがるもの一人もなし,さ がるもの176%で

あ り,身長大群にゆ くと垂直とびでは回帰評価に

よって評価点のあがるもの一人もなし,さがるも

の168%,同 群の腕立伏臥では評価点のあがるも

の194%,さ がるもの一人もないし, という結果

となる

すなわち,垂直とびおよび腕立伏臥の身長との

相関・回帰方程式からも,ま たじっさいに平均値

評価と回帰評価の評価法の相違からくる人数分布

の移動状況からもわかるように,垂直とびおよび

腕立伏臥の各平均値評価を行なった場合に,回帰

1評価法と比較して,統計的にはほぼ同じ程度に,

身長の大きいところでは垂直とびでいわゆる得を

しその分だけ腕立伏臥でいわゆる損をしてお り,

身長の低いところではその逆であ り, したがって

垂直とびと腕立伏臥とはいわゆる損得の相殺関係

にあるといえる 相殺関係にあるとはいってもそ

れ tt集団観察を介しての限 りであるが,東大体力

テス トは身長の大なるものに特に有利であるとい

うわけではなく,いわゆる効率のよいからだのも

のが高い得点を示すとい うような性格をもつバッ

テ リーテス トであるとみることができよう

(2)体つきと体カテス ト種 目との関係

次に,体カテス ト種 日の成績と,疫せているか

肥っているかとい う,身長に対する体重のつきの

程度からみた,いわゆる体つきとがどのような関

係にあるかということを考察することは, このバ

ッテ リーテス トのもつ性格を明らかにする上にと

って必要なことであり, さらに新 しい得点によっ

てこの考察を行なうことは新しい得点の傾向をも

同時に抑えることになるので,こ こで論ずること

にする

体つきをいくつかに分類する場合,分類の方法

は種々あるわけであるが, ここでは東京大学教養

学部学生の調査から,2わ 自分の体つきを肥痩のい

ずれにも片寄っていないと自己評価したものに拠

って,かれらの,身長への体重の回帰方程式を算

出しそれを簡略化した式 Y=o8(X-90)を同じ

体つきをもった類型の一つの基準として採用し,

各類型間の幅 tま回帰からの標準偏差の大きさを考

えて 4 kgと して,体つきの 8分類構成 を 行なっ

た  この分類では,身長 lCm増に伴なう体重の

増分は 0 8kgと な り,こ れ |ま 48入学生の現実の

身長・体重から身長に対する体重の回帰直線にみ

る身長増に伴なう体重増 (lCm増に対して 0 6kg

増)に比して大きく,ま た体格番地から構成する

体格類型の身長増に伴なう体重増 (lCm増 に対し

て 1 4kg増 )に比すると,小さいとい う関係にあ

る 2め この分類によると,た とえば身長 170Cmの

ところでは,54kg未満 が ①,54kg以上 58kg未

満が ②,58kg以 上 62kg未満が①,62kg以 上 66

kg未満が〇 (自 己評価による肥度のいずれにも

片寄らないもの),66kg以上70kg未満が①,70

kg以上 74kg未満が①,74kg以上78kg未満が

①,78kg以上が①, という類型となる

このような体つきの分類法にしたがって各類型

段階ごとに 4種 目の各平均値を算出してみると,

表24の とお りである

垂直とびについてみると,第 1回 ～第 5回 テス

トにおいて類型①のあた りで最 も平均値が高 く,

第 1回 ～第 5回の平均得点でみても類型①の258

点が最も高 く,それより類型が高 くなると徐々に

平均値が下降していき,類型⑤になると203点 と

急に大きく落ちている 図 2の ごとく,全体の平

均値を 100と すると類型①の 1032%か ら,類型

①では812%に落ちこんでいる

反復横とびについてみると,類型0 41あた り

が高く,その両側に離れるにしたがって平均値が

低 くなるが,第 1回 ～第 5回 テス トを平均して,

全体の平均値を 100と するとき,①～①の類型を

通じて類型①の1015%か ら類型①の964%と 最

高から最低まで 51%の 開きにとどまっている

反復横とびは,垂直とびに比して,類型が高いか

らといってそれはど急激には低下することはない

ということがわかる

腕立伏臥についてみると,類型④を中心にして
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表24 Y=08(X-90)に よる8体格類型ごとの体カテス ト平均値

種 目・回数

総 数

①

Y-10地
未満

②

Y-6電

,二i。地

ヒ

ヒ

③

　

・２
‐

・６

Ｙ^
　

Ｙ^

^l④Y+2セ

fゴ 2亀

⑤

Y+6峰

'メ
2亀

⑥

Y+10鼈

'ゴ

6亀

⑦

Y+14贈

,ギ10亀

③
　抑庭

＾
Ｙ

2,005 342 44

第 1回

2

3
垂 直 と び

4

5

均平

24 1

25 0

25 0

25 7

25 3

25 0

23 9

25 1

25 1

25 8

25 4

25 1

24 4

25 3

25 2

25 9

25 3

25 2

24 8

25 9

25 9

26 4

25 8

25 8

24 4

25 0

25 0

25 9

25 6

25 2

23 3

23 9

23 8

24 8

24 4

24 1

22 2

22 9

23 3

23 9

23 5

23 2

22 9

23 1

23 9

24 5

24 4

23 8

189

199

20 7

213

20 8

20 3

第 1回

2

3

反復横 とび
4

5

均平

24 9

27 3

27 9

29 3

28 3

27 5

24 5

26 9

27 4

28 6

27 8

27 0

25 2

27 5

27 9

29 5

28 4

27 7

25 3

27 6

28 2

29 6

28 5

27 8

25 2

27 7

28 3

29 6

28 5

27 9

24 6

26 9

27 6

29 3

28 4

27 4

23 7

25 8

27 2

28 2

27 4

26 5

24 5

26 9

27 5

28 4

27 6

27 0

23 7

26 9

27 4

28 7

27 4

26 8

第 1回

2

3

腕 立 伏 臥
4

5

均平

23 4

25 8

27 1

27 8

27 7

26 4

22 ?

24 9

25 9

26 7

26 6

25 4

23 9

26 0

27 6

28 2

28 0

26 7

23 9

26 5

27 5

28 1

28 1

26 8

24.0

26 5

28 0

28 7

28 3

27 1

23 2

25 5

26.8

27 4

27 8

26 1

21 8

24 4

26 0

26 6

27 1

25 2

22 0

24 2

25 4

26 1

26 7

24 9

20 3

23 7

25 6

27 0

26 0

24 5

第 1回

2

3
踏 台 昇 降

4

5

均平

24 4

25 7

26 3

26 1

27 1

25 9

24 0

25 0

25 8

25 3

26 7

25 3

24 5

25 6

26 2

26 0

27 1

25 9

24 8

25 9

26 8

26 6

27 4

26 3

24 5

26 2

26 4

26 5

27 4

26 2

24 0

25 6

26 2

26 1

26 9

25 8

24 1

25 6

26 4

26 2

27 1

25 9

23 5

24 8

25 6

25 3

26 1

25 0

23 3

25 5

26 5

26 5

26 6

25 7

第 1回

2

3
合 計 得 点

4

5

均平

96 9

103 8

106 3

108 9

108 3

104 8

95 1

102 0

104 1

106 4

106 4

102 8

98 1

104 5

106 9

109 6

108 8

105 6

98 8

105 9

108 3

110 7

109 8

106 7

98 1

105 4

107 7

110 7

109 9

106 3

95 1

101 9

104 4

107 6

107 5

103 3

918

98 8

102 9

105 0

105 1

100 7

92 9

99 0

102 5

104 0

104 8

100 7

86 2

96 4

100 6

104 5

100 8

97 7
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図2 体格類型別にみた種別の第 1回～第5回テスト平
均値

平均値が高 く,体重のつきの非常に少ないところ

でも低下するが,反対に体重のつきの多いところ

でも多いはど低下 して い る.類型④ の 271点

(1027%)か ら類型③ の245点 (928%)と 約

10%低下している。すなわち腕立伏臥にお いて

は,体重のつきが肥痩のどちらにも片寄らないと

自己評価する体つきのものに最も有利であるが,

それより体重のつきのよいところと逆に体重のつ

きの低いところとを比較してみると,こ の類型分

類でみると,体重のつきの高いところの方が不利

であることがわかる。

踏台昇降についてみると,こ こでも類型①・④

あたりが最もよい といってもこの種目では,第
1回～第5回テス トの平均値が,全体を 1∞ とす

るとき,類型○で965%と やや低いが,類型◎で

は, 1004%と ,類型○よりも類型③において高

い値を示し,全体を通じてみて, 最高の 1015%
から最低の965%ま で5%の落差をみせているに

すぎない したがって踏台昇降の得点は体重のつ

きがよいところでも悪いところでもそれはど大き

くは落ちないということがいえる.

合計得点についてみると,やはり類型①および

④あたりで高い得点を示し,第 1回 ～第 5回テス

トの平均値で全体をlClllと すると,類型①の1018
%が最もよい値であり,類型③¬Э¬Эへ964%
-962%→932%と 低い値となり,体重のつきの

よい方で下降傾斜が大きくなっていることがわか

る.

すなわち,自己評価によって自分の体重のつき

は肥痩のいずれにも片寄っていないと回答したも

のどうしを集めて一つの体つきの類型を考えて,

これの身長増に対する体重増 (lCm増 に対 して

0 8kg増)に拠って,体重のつきの少ない方から

多い方へ①→③の 8個の類型に分けて,こ の類型

ごとに東大体カテス ト4種 目の第 1回～第 5回の

得点をみるとき,自 分の体重のつきを普通である

と評価するものの集まっている類型,お よびそれ

よりも 1段階体重のつきの低い類型において有利

であり,それよりさらに低い類型つまり体重のつ

きの少ない場合はそれはど大きく不利 とはならな

いが,それより類型段階の高いところでは,高い

段階になるにしたがって不利となるとい う傾向が

表われてお り,垂直とびでは特にこの傾向が顕著

であった この傾向は,踏台昇降がやや傾向を異

にしているはかは,体格類型の構成基準が異なっ

ているとはいえ,昭和45年入学生の体格類型別体

カテス トの平均値にみる傾向とはぼ似た傾向を示

し,2・ いわゆる痩対肥では痩優肥劣の傾向がみら

れた

Ⅳ 要  的

本研究は,東京大学教養学部において正課体育

時に,入学当初から2年生末まで 5回にわたって

実施している,垂直とび・反復横とび・腕立伏臥

・踏台昇降の 4種目からなるパッテ リー・テス ト

(「東大体カテス ト」)について,こ れが組まれて

10年 目を迎えることを契機として,その間の学生

の体力の推移を考慮して,加えて測定値の変動幅

や測定値の分布傾向をも考慮して,新たな得点化

を 試 み,昭和 51年度以降のための得点の「換算

表」を作成することを目的としたものである

このため,最新のデータである,昭和48年入学

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ①

ヽ

ヽ

１
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生で休学・留年・降年等をしないで I～ Ⅳ学期を

連続して体育実技を履修した男子学生 (2,381名 )

の うち,データのそろっている2,005人 を標本と

して分析の対象とし,ま ずこの標本の特性を明ら

かにしておく必要から前年度入学生との比較およ

び年齢間の比較を行なった 次いでこの標本につ

いて,新 しい得点表 を 作成 しその人数分布 を み

た さらに新得点による種 目別平均値・標準偏差

・相関係数,お よび回帰分析による合計得点と4

種 ロテス トの成績との関係を考察し,こ れによっ

て新たに試みた得点の妥当性を吟味した.加えて

新しい得点によって,体格と体カテス トとの関係

を,身長との関係 体つきとのFll係 を通 して考察

した

以上の分析を通して明らかとなった事実は以下

の とお りである

1 現行の得点法では,昭和41年作成当時は合

計得点 200点に平均値が くるように作成されたも

のであ り,こ れが昭和48年入学生では入学時にお

いて平均値が 200点を20点以上も上回ってきた

新得点法では合計得点 100点 に平均値が くるよう

に改めた 各種 目の平均値を25点の近 くにおき,

標準偏差を 4～ 5点にし,得点の分布をこれまで

よりも狭いものとした

新得点法によって得点ごとの 人数分布 を み る

と,垂直とび・腕立伏臥・踏台昇降の 3種 目につ

いては,ほぼ満足のいく結果が得られた 反復横

とびについては,測定値そのもののとりうる個数

が少ないため,得点を飛ばせて与え,得点幅 (標

準偏差)を他の 3種 目と同程度にまで拡げるとい

う操作をしたために,得点分布が他の 3種 目に比

較するとふぞろいとなった

2 4種 日間の相関係数をみると,測定値どう

しのマ トリクスと新得点どうしのマ トリクスとは

よく似た値を示した。新得点による4種 目と合計

得点との相関係数をみると,測定値と現行合計得

点との相関係数に比して,数値的には幾分上回る

値を示す傾向にあった 特に踏台昇降と合計得点

との相関係数は第 1回～第 5回テス トを通 して新

得点による場合の方が高い値を示した

合計得点を基準変量 とし, 4種 目を予測変量と

した場合の重回帰方程式を算出してその重相関係

第10号

数をみると,新得点4種 目から新合計得点をみた

場合 R=1.000と なり,各標準偏回帰係数から新

合計得点に対する寄与率を計算してみると,第 1

回～第5回テストを平均して,

垂 直 とび 31%  腕 立 伏 臥 24%

反復横とび 25%   踏 台 昇 降 20%
を示し,種日間の寄与率の差は,現行合計得点に

対する寄与率の種日間の差に比して小さいものと

なった

以上のいくつかの統計的分析から,現行得点法

に比して新しい得点法を採用することの方が,学

生の体力を得点化し評価するのにより適切なもの

であるとみなすことができると考える.

3 なお,東大体カテストのもつ性格を明らか

にする意味から,体カテスト種目と体格・体つき

との関係をも考察した.体力の評価にあたって,

1変量評価と身長の大小を同時に考慮した回帰評

価とを行なって,精度の上昇率および両評価間の

移動率を吟味した結果,垂直とびのように身長の

大なるものの方が有利な種目と腕立伏臥のように

身長の大なるものの方が不利な種日とが続計的に

相殺関係にあることを認めた.

体つきと体カテストの成績との関係をみるため

に,体重のつきの程度を大学生の自己評価から統

計的に算出した Y=o8(X-90)を 基軸として,

肥から痩まで8類型に体つきを分類して,類型ご

とに体カテスト種目の新得点による平均値を出し

比較を行なったところ,こ の4種 ロパッテリー・

テス トは全体的にみて, 自己評価による体重のつ

きを「普通」であるとする類型およびそれより1

段階体重のつきの少ない類型において最も有利で

あり,体重のつきが多くなると不利となり,痩対

肥では痩優肥劣の傾向をもっていることがわかっ

た.

注

1)東京大学教養学部体育科 :体育実技履修の参考 (昭

和48年 )

2)東京大学教養学部体育研究室 :東京大学教養学部学

生の体格と体力,体育学紀要第 7号,1972
3)青山昌二,平田久雄,浅見俊雄,遠藤郁夫,北川薫 :

東大体カテス トによる大学生の体力に関する研究,

体青学紀要第 9号,東京大学教養学部体育研究室,

29頁,1975
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4)同上 :25頁

垂直とびのテ
^卜

ごとに「指高値」を測定するこ
とは時間がかかるということのはかに, 5回のテス
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的にみて正確な垂直とび値を得ることができるとい

う結果を得ている.ただし,入学時には形態測定の

さいに単独に指高値を測定しているため,垂直とび
のさいに測った場合の指高値に比べてどうしても大

きな値になるということも認めている (平均 1 2cl■ l

大きい)

5)同上 27頁
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7)文部省体育局 :昭和48年度体力・運動能力調査報告
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第 1回の実施は4月 末 (5月 初にかかる と きもあ

る)であり,第 2回テス トは7月 第 1週である し

たがって時期的には文部省テ
^卜

は東大の第 2回 テ

^卜
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ポーツテス トによる平均値 472回 , 標準偏差 374
回,相関係数0816,から
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